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受講に関する事項

高知県教育センターでは、新型コロナウイルスへの感染対策を継続するため、

「新しい生活様式」に基づいて研修を実施します。

◇ 教育センター研修等へ参加される際には、次のことをお願いします。

１ 自宅で必ず検温し、発熱や体調不良等の場合は、参加を取りやめてください。

２ マスクを着用してください。

３ 会場入口に設置しているアルコール消毒液を使用し、手指の消毒をしてください。

４ 飲食は自席で行い、会話等を控え、飛沫が飛ばないように注意してください。

５ 換気を行いながら実施するため、衣服等での調節ができるようにしてください。

１ 受講者の心得

（１） 研修時間に遅れないように余裕をもって参加してください。

（２） 研修中は担当者の指示に従って行動してください。

２ 事務連絡事項

（１） 研修には「幼保研修 専門研修の概要」及び指示された持参物等を持参してください。

（２） 研修室内外の整理整頓（机・いすをもとの状態に戻す等）をしてください。

（３） 研修中の交通安全等には十分留意してください。

（４） 研修等の中止について

・研修等会場の所在する地域に、当日午前６時（午後開催の場合は午前９時)の時点で「大雨特別警報」、

「暴風特別警報」、「暴風警報」のいずれかが発令されている場合は、その日の研修を中止します。

・台風や悪天候等により前日までに中止とする場合は、研修等主管課ホームページに掲載するとともに、

市町村（学校組合）教育委員会及び公立学校並びに市町村保育主管課あてに電子メールで連絡します。

３ 欠席等の場合

教育センターでの研修において、病気等やむを得ない理由で欠席する場合は、研修までに、教育センター

へ電話連絡をお願いします。「欠席届」の提出は必要ありません。

４ 旅費について

これらの専門研修には旅費の支給はありません。

教育センターホームページ httpｓ://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310308/
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研修申込について

○申込締め切りは、４月20日（水）です。

『申込様式』により、期日までに申し込んでください。様式は、高知県教育センター

ホームページにも掲載しています。

httpｓ://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310308/

＊ただし、「保幼小接続に関する研修Ⅰ期」は、締め切りが４月13日（水）に

なります。ご注意ください。

○申込の流れ

◆公立保育所、公立幼稚園、公立幼保連携型認定こども園、私立保育所（高知市を含む）

◆国・私立幼稚園、私立幼保連携型認定こども園、連携型外認定こども園、その他の施設

○提出方法

電子メールまたは郵送 ※インターネットの環境がある場合は、電子メールでお申し込みください。

◆電子メールの場合 kyaria@ken.pref.kochi.lg.jp
表題：「０4教育センター幼保研修 専門研修申込名簿（市町村名や園名）」

◆郵送の場合 〒781－5103 高知市大津乙181番地

高知県教育センター幼保研修担当

提出書類 園→市町村教育委員会・保育主管課
市町村教育委員会・保育主管課

→高知県教育センター

申込様式

※教育センターホームページより

ダウンロードできます。

令和４年４月1３日（水） 令和４年４月20日（水）

提出書類 園 → 高知県教育センター

申込様式

※教育センターホームページより

ダウンロードできます。

令和４年４月20日（水）



研修名 園名 職名 氏名 備考

保幼小接続に関する研修Ⅰ期

４月20日（水）　＊半日

   　 【申込様式】令和４年度　高知県教育センター幼保研修　専門研修申込名簿

市町村名【　　　　　　　】　 園・所名【　　　　　　　 　　】　　記載者【　　　　　    　　　】

＊新採研・中堅研の自己課題解決研修で受講する方は、備考欄に〈新採研〉〈中堅研〉とお書きください。

専

「保幼小接続に関する研修Ⅰ期」の申込について

「保幼小接続に関する研修Ⅰ期」は、開催日が４月20日（水）となっております。

そのため、本研修の申込のみ、締め切り期日が早くなっておりますので、ご注意ください。

　●申込締め切りは、４月13日（水）です。

　　締め切り期日までに提出していただきますよう、ご協力をお願いします。

　●この申込用紙（本ページ）は、県教育センターに直接提出してください。（ＦＡＸ可）

ＦＡＸ：０８８ー８６６－００７４

＊その他の研修の申込については、Ｐ1をご確認のうえ、

各所属に応じて提出をしてください。

注
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   　 【申込様式】令和４年度　高知県教育センター幼保研修　専門研修申込名簿

市町村名【　　　　　　　】　 園・所名【　　　　　　　 　　】　　記載者【　　　　　    　　　】

＊新採研・中堅研の自己課題解決研修で受講する方は、備考欄に〈新採研〉〈中堅研〉とお書きください。

専

研修名 園名 職名 氏名 備考

保幼小接続に関する研修Ⅱ期

７月26日（火）　＊半日

保幼小接続に関する研修Ⅲ期

11月28日（月）　＊半日

保育技術専門講座Ⅰ

７月８日（金）　＊半日

保育技術専門講座Ⅱ

幼児期の運動指針
身体を使った遊び

８月23日（火）　＊半日

保育技術専門講座Ⅲ

９月12日（月）　＊半日

保育技術専門講座Ⅳ

11月25日（金）　＊半日

保育技術専門講座Ⅴ

１月21日（土）　＊１日

児童虐待に関する研修

10月25日（火）　＊半日

発達障害等の理解と支援

絵本の果たす役割

音楽表現について
乳幼児期の発達と遊び

乳児保育と環境
保育者のまなざし
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   　 【申込様式】令和４年度　高知県教育センター幼保研修　専門研修申込名簿

市町村名【　　　　　　　】　 園・所名【　　　　　　　 　　】　　記載者【　　　　　    　　　】

＊新採研・中堅研の自己課題解決研修で受講する方は、備考欄に〈新採研〉〈中堅研〉とお書きください。

専

研修名 園名 職名 氏名 備考

家庭支援推進保育講座Ⅰ期

６月７日（火）

家庭支援推進保育講座Ⅱ期

12月16日（金）

親育ち支援講座

研修名 園名 職名 氏名 備考

認可外保育施設職員研修

９月４日（日）

オンデマンド保育セミナーⅠ

６月１日(水)～６月30日(木)

オンデマンド保育セミナーⅡ

11月１日(火)～11月30日(水)

園評価に関する研修 コース①　　コース②

コース①　　コース②

９月29日（木）
コース①　　コース②

幼保支援課より配付される申込用紙でお申し込みください。

※以下の研修は新採研・中堅研の自己課題解決研修の対象外となります。

①連絡帳やお便りの書き方
②危機管理（防災）
③カウンセリングマインドを
　生かした保育
④たのしい手遊び　　

※複数受講可

配信期間：

①連絡帳やお便りの書き方
②危機管理（防災）
③カウンセリングマインドを
　生かした保育
④たのしい手遊び　　

※複数受講可

配信期間：

家庭支援推進保育士の方は、

こちらに「家庭支援推進保育士」とお書きください。
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5月 6月 7月 8月 9月

1 金 日 水

ミドル保育者フォローアップ
発展コース　Ⅰ
オンデマンド保育セミナーⅠ
　　　　　　   　（～６/30まで）

金 月 木

2 土 月 木 土 火 金

3 日 火 憲法記念日 金 日 水 土

4 月 水 みどりの日 土 月 木 所長・園長研修Ⅰ－Ⅱ 日 認可外保育施設職員研修

5 火 木 こどもの日 日 火 金 月

6 水 金 月
主任保育士・幼稚園教頭等
Ⅰ－Ⅰ

水 土 火 基礎研修Ⅲ期　Ⅲ

7 木 土 火
家庭支援推進保育講座
Ⅰ期　

木 日 水
中堅教諭等研修　Ⅲ
ミドル研修１年次　Ⅲ

8 金 日 水 金

保育技術専門講座Ⅰ
【発達障害等の理解と支
援】

月 研修を入れない週 木

9 土 月 木 土 火 金

10 日 火
新規採用　Ⅰ　　（オンデマンド）
基礎研修Ⅰ期　Ⅰ
新採に係る所長・園長研修

金 日 水 土

11 月 水 土 月 木 山の日 日

12 火 木 日 火 金 月
保育技術専門講座　Ⅲ
【絵本の果たす役割】

13 水 金 月 所長・園長研修Ⅱ－Ⅰ 水
新規採用　Ⅱ
基礎研修Ⅰ期　Ⅱ

土 火

14 木 土 火 木 日 水

15 金 日 水 金

中堅教諭等研修　Ⅱ
ミドル研修１年次　Ⅱ
ミドル研修２年次　Ⅱ

月 木

16 土 月 所長・園長研修Ⅰ－Ⅰ 木
主任保育士・幼稚園教頭等
Ⅱ－Ⅰ

土 火 金

17 日 火
基礎研修Ⅱ期　Ⅰ
（オンデマンド）

金 日 水 土

18 月 水
中堅教諭等研修　Ⅰ
ミドル研修１年次　Ⅰ
ミドルに係る所長・園長研修

土 月 海の日 木 日

19 火 木 日 火 金 月 敬老の日

20 水
研修申込しめ切り
保幼小接続に関する研修
Ⅰ期

金 月 水 基礎研修Ⅱ期　Ⅱ 土 火

21 木 土 火 木 親育ち支援講座 日 水

22 金 日 水 ミドル研修２年次　Ⅰ 金 基礎研修Ⅲ期　Ⅱ 月 木

23 土 月 木 土 火
保育技術専門講座Ⅱ
【身体を使った遊び】

金 秋分の日

24 日 火
基礎研修Ⅲ期　Ⅰ
      （オンデマンド）

金 日 水 基礎研修Ⅱ期　Ⅲ 土

25 月 水 土 月 木 日

26 火 木 日 火
保幼小接続に関する研修
Ⅱ期　

金 月

27 水 金 月 水 土 火

28 木 土 火 木 日 水

29 金 昭和の日 日 水 金
主任保育士・幼稚園教頭等
Ⅰ－Ⅱ

月 木 園評価に関する研修

30 土 月 木 土 火 金

31 火 日 水
新規採用　Ⅲ
基礎研修Ⅰ期　Ⅲ

令和４年度　年間研修カレンダー 　　　　※太枠は、専門研修
4月

研
修
を
入
れ
な
い
週
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 土 火
オンデマンド保育セミナーⅡ
　　　　　　（～11/30まで）

木 日 元旦 水 水

2 日 水 金
主任保育士・幼稚園教頭等
Ⅱ－Ⅱ

月 振替休日 木 木

3 月 木 文化の日 土 火 金 金

4 火 金 日 水 土 土

5 水 土 月 木 日 日

6 木 日 火 所長・園長研修Ⅱ－Ⅱ 金 月 月

7 金 月
主任保育士・幼稚園教頭等
Ⅰ－Ⅲ

水 土 火 火

8 土 火 木 日 水 水

9 日 水 金 月 成人の日 木 木

10 月 スポーツの日 木 土 火 金 金

11 火 金
基礎研修Ⅱ期　Ⅳ　
中堅教諭等公開園内研修Ⅱ　

日 水 土 建国記念の日 土

12 水 土 月 木
新規採用　Ⅳ
基礎研修Ⅰ期　Ⅳ

日 日

13 木 日 火 金 月 月

14 金 月 水 土 火 火

15 土 火 木 日 水 水

16 日 水 ミドル研修２年次　Ⅲ 金
家庭支援推進保育講座　　
Ⅱ期

月 木 木

17 月 木 土 火 金 金

18 火 金 所長・園長研修Ⅰ－Ⅲ 日 水
中堅教諭等研修　Ⅳ
ミドル研修１年次　Ⅳ

土 土

19 水 土 月 木 日 日

20 木 日 火 金 月 月

21 金 月 水 土

保育技術専門講座Ⅴ
【乳児保育と環境・保育者
のまなざし】　

火 ミドル研修２年次Ⅳ 火 春分の日

22 土 火 木 日 水
ミドル保育者フォローアップ
発展コースⅢ　

水

23 日 水 勤労感謝の日 金 月 木 天皇誕生日 木

24 月 木 土 火 基礎研修Ⅲ期　Ⅳ 金 金

25 火 児童虐待に関する研修 金

保育技術専門講座Ⅳ
【音楽表現・乳幼児期の発
達と遊び】

日 水 土 土

26 水
ミドル保育者フォローアップ
発展コースⅡ

土 月 木 日 日

27 木 日 火 金 月 月

28 金 月
保幼小接続に関する研修
Ⅲ期

水 土 火 火

29 土 火 木 日 水

30 日 水 金 月 木

31 月 土 火 金
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【幼保研修のホームページのアクセス手順について】

ホームページに研修の情報やオンデマンド、ライブ配信といった研修の入り口を掲載します。

日程や会場等の変更があった際にも掲載しますので、必ず受講する研修の前日等にご確認ください。

また、この手順については、職員間の情報共有をお願いします。

１． 高知県教育センターホームページにアクセスする。
(１)ウェブブラウザGoogleChrome（グーグルクローム）からアクセスしてください。
※PC等端末にGoogleChrome（グーグルクローム）がダウンロードされていない場合は、ダウンロードをお願いします。

（２）「高知県教育センター」と検索、または、高知県庁ホームページの「組織から探す」からアクセスしてください。

２． 左側のメニューバーから『幼保研修』をクリックする。
※以下、画像については令和３年度を参考にして載せていますので、実際のページ表示とは若干異なります。

３． 『幼保研修について』のページにある『令和４年度 研修開催一覧』をクリックする。

令和４年度 研修開催一覧 をクリックします。

『幼保研修』は、こちらの列にあります。

アクセス手順
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４． パスワードを入力する。

※パスワードについては、研修を申し込まれた市町村主管課及び各園所の所属長宛に５月上旬に郵送またはメールで

通知します。この通知は、各所属で１年間保管し、紛失しないようご注意ください。

※基本研修、専門研修、キャリアアップ研修すべて共通です。

※著作権の保護等のため、パスワードの取り扱いについては十分ご注意ください。

５． 受講する研修の実施月をクリックし、変更等の確認やオンデマンド研修等の受講をする。

オンデマンド研修やライブ配信については、ボタンをクリックし手順に従い受講してください。

「９月29日（水）園評価に関する研修Ⅱ」を確認する。

ここにパスワードを入力します。

数字４桁を半角で入力してください。

受講する実施月をクリックします。 「オンデマンド研修」や「ライブ配信」といったボタンを

クリックすると、研修の入り口や資料、動画等を視聴で

きるページに移動しますので研修画面に従って研修

を受講してください。

備考欄に、変更等の

お知らせを載せます。

※下記は表示例です。

例
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【研修番号 5２０、5２１、５２２】

保幼小接続に関する研修Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期 実施要項
（キャリアアップ研修と重ねて開催）

１ 目 的 保育所・幼稚園等及び小・中学校の関係者が、幼児教育に関する課題を共有し、課題解決に向けて研
究協議等を行うことで、小学校などとの円滑な接続を図る。

２ 主 催 高知県教育センター

３ 期日・会場等

※この研修はⅠ期～Ⅲ期まで継続した受講が望ましいですが、いずれかの受講でも可能です。

４ 対象者 保育士、幼稚園教諭、保育教諭、小学校の管理職・教員、中学校の管理職・教員
キャリアアップ研修対象者、市町村等の指導主事等

５ 日程等

Ⅰ期 ４月20日（水） 13:20～16:30

13:05
13:20 13:５０ 14:45 15:10 16：30

【研修内容】
・幼児教育の特性を生かした小学校教育の指導の在り方について公開授業と、授業についての研究協議を行う。
・高知学園短期大学の山下 文一先生をお迎えし、スタートカリキュラムでの子どもの具体の姿を通して、連携・接
続についての講義を行う。
【持参物】 上履き、靴袋、バインダー、高知県保幼小接続期実践プラン 高知県教育委員会

期 日 会 場 定 員

Ⅰ ４月２０日（水）
※４月初旬に高知県教育センターホームページに実施
要項を記載しますので、そちらでご確認ください。

各 120名Ⅱ 7月 26日（火）

高知県教育センター
Ⅲ 11月 28日（月）

受

付

開

会

《公開授業》

スタートカリキュラム

1年

《研究協議》

接続期カリキュラムに

ついて

《講義》

円滑な接続に向けた

接続期カリキュラムの在り方

高知学園短期大学

副学長 山下 文一

閉

会

＜講師紹介＞
山下 文一（高知学園短期大学 副学長兼幼児保育学科長・教授）
○高知県幼保推進協議会（座長）
【略歴】
○中央教育審議会専門委員（幼児教育部会）
○内閣府幼保連携型認定こども園教育・保育要領改訂委員
【主な著書】
「子どもの育ちが見える『要録』作成のポイント」（中央法規出版）
「保育者論」（ミネルヴァ書房）
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Ⅱ期 ７月26日（火） 13:00～16:30

1２:４５ 13:00 １４：15 16：３0

【研修内容】
・幼児教育と小学校教育の円滑な接続についての実践発表と、実践発表を受けてのグループ協議を行う。
・小学校長としてスタートカリキュラムの在り方を全国に発信している恩田小学校長 寶來 生志子先生をお迎えし、
保幼小との連携・接続の在り方についての講義を行う。

【持参物】
・高知県保幼小接続期実践プラン 高知県教育委員会

Ⅲ期 11月 28日（月） 13:00～16:30

1２:４５ 13:00 15:20 16：30

【研修内容】
・保育所・幼稚園等と小学校による接続期カリキュラムの作成についての講義・演習を行う。
・「10の姿共有シート」を用いて、幼児期の子どもの育ちを小学校に伝えるための講義・演習を行う。
・各自が持参した接続期カリキュラムを用いて、連携・接続の取組についてのグループ協議を行う。

【持参物】
・各園、学校等の接続期カリキュラムや保幼小連携教育等の取組が分かるもの（年間計画やお便り、成果物等）
・10の姿共有シート（園や学校で作成したものがあれば）
・高知県保幼小接続期実践プラン 高知県教育委員会

受

付

《実践発表》

保幼小連携・接続の取組

《グループ協議》

実践発表についての

話し合い

《講義》

子どもの学びをつなぐ連携・接続

～接続期カリキュラム実践を通して～

横浜市立恩田小学校

校長 寶來 生志子

閉

会

受

付

《講義・演習》

接続期カリキュラムの

作成について

《講義・グループ協議》

活用しよう！10 の姿共有シート

《グループ協議》

接続期カリキュラムの

実践について

閉

会

＜講師紹介＞
寶來 生志子（横浜市立恩田小学校 校長）
【略歴】
○横浜市こども青少年局担当課長
【主な著書】
「育ちと学びを豊かにつなぐ小学1年スタートカリキュラム＆活動アイデア」（明治図書出版）
「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」（文部科学省・国立教育政策研究所編著）作成協力者
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保育技術専門講座 実施要項
（キャリアアップ研修と重ねて開催）

１ 目 的 乳幼児一人一人の特性や発達の課題に即した保育を行うために、保育の専門技術について講義・
演習等を行い、保育者の資質の向上を図る。

２ 主 催 高知県教育センター

３ 期日・会場等

４ 対象者 保育士、幼稚園教諭、保育教諭、会計年度任用職員、その他保育関係者等
キャリアアップ研修対象者（Ⅱ～Ⅴのみ）

５ 日程等
Ⅰ ７月８日（金） 13：30～16：30
13:00 13:30 16:30

【研修内容】
発達障害等についての理解を深めるとともに、適切な援助や環境、保護者への支援等について、講義・演習
を行う。

【持参物】
・特別支援教育・障害児保育ガイドブック【保育所・幼稚園等用】 高知県教育委員会
・バインダー

受

付

開

会

《講義・演習》
発達障害等の理解と支援

高知大学教職大学院
教授 是永 かな子

閉

会

内 容 期 日 会 場 定 員

Ⅰ 発達障害等の理解と支援 ７月 ８日（金） ＊半日
県民文化ホール

（グリーンホール）

各150名

Ⅱ 幼児期の運動指針 ／ 身体を使った遊び ８月23日（火） ＊半日
春野総合

運動公園体育館

Ⅲ 絵本の果たす役割 ９月12日（月） ＊半日 高知会館

Ⅳ 音楽表現について ／ 乳幼児期の発達と遊び １１月25日（金） ＊半日
県民文化ホール

（オレンジホール）

Ⅴ 乳児保育と環境 ／ 保育者のまなざし １月21日（土） ＊1日 高知会館

＜講師紹介＞

是永 かな子（高知大学教職大学院 教授）
○日本発達障害学会 評議員
○日本LD（学習障害）学会 国際委員会副委員長
【主な研究業績】
「特別支援教育の到達点と可能性 北欧からの示唆」（柘植昌義・インクルーシブ教育の未来研究会編著）

「教師教育研究ハンドブック 第８節 教員養成のカリキュラム（特別支援教育）」（日本教師教育学会編）
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Ⅱ ８月23日（火） 13：30～16：30
13:00 13:30 16:30

【研修内容】
幼児期における様々な基本的な動きを取り入れて、子どもが楽しみながら身体を動かすことができる運動に
ついて講義・演習を行う。

【持参物】
屋内で動きやすい服装、上履き、靴を入れる袋、タオル、水分補給ができるもの、記録をとるためのバインダー

Ⅲ ９月12日（月） 13：30～16：30
13：00 13：30 14:10 16:30

【研修内容】
絵本の果たす役割や、発達にふさわしい絵本の選び方や読み聞かせの技術について講義・演習を行う。

【持参物】 バインダー

受

付

開

会

《講義》

幼児期の運動指針

《演習》

身体を使った遊び

閉

会

受

付

開

会

《講義》
高知県の読書活動の現状等

高知県教育委員会事務局
生涯学習課

《講義・演習》
絵本の果たす役割

白梅学園大学 教授 仲本 美央

閉

会

＜講師紹介＞

仲本 美央（白梅学園大学 教授）
○千葉市民間保育園協議会 理事

○東京都中央区協働推進委員会 委員

【主な著書】

「絵本から広がる遊びの世界 読みあう絵本」（風鳴舎）

「絵本でつくるワークショップ 体感しよう絵本の世界」（萌文書林）
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Ⅳ 11月25日（金） 13：30～16：30
13:00 13:30 14:20 16:30

【研修内容】
・乳幼児期の聴力や感性に関する発達や、それらを踏まえた音楽表現や保育の在り方について講義を行う。
・乳幼児期の発達の視点から子どもの遊びを捉えることや、保育者の援助や環境構成についての講義・
演習を行う。

【持参物】 バインダー

Ⅴ １月21日（土） ９：30～16：00
9:00 9:30 12:00 13:10 16：00

【研修内容】
・乳児が自発的・主体的に関わることができる環境構成について理解を深めるための講義・演習を行う。
・子どもの思いや育ち、遊びに対する保育者のまなざしの在り方について、具体的な事例や実践に基づいた
講義・演習を行う。

【持参物】 バインダー

受

付

開

会

《講義・演習》

音楽表現について

《講義・演習》

乳幼児期の発達と遊び

東京家政大学

講師 前田 和代

閉

会

受

付

開

会

《講義・演習》
乳児保育と環境

まちの保育園六本木
園長 岩井 久美子

昼

食

《講義・演習》
保育者のまなざし

幼保連携型認定こども園
おおわだ保育園

理事長 馬場 耕一郎

閉

会

＜講師紹介＞

岩井 久美子（まちの保育園六本木 園長）
【略歴】
新渡戸文化短期大学 非常勤講師

【主な著書】
「私たちの園のマナーづくり－現場の事例から考える」（フレーベル館）
「０・１・２歳児からのていねいな保育 第２巻 毎日の保育をより豊かに」（フレーベル館）

馬場 耕一郎（幼保連携型認定こども園おおわだ保育園 理事長）
【略歴】
厚生労働省子ども家庭局保育課保育専門調査官、内閣府子ども子育て本部上席政策調査員

【主な著書】
「保育がグングンおもしろくなる 記録・要録 書き方ガイド」（メイト）
「保護者支援・子育て支援 第2版 (保育士等キャリアアップ研修テキスト) 」（中央法規出版）

＜講師紹介＞

前田 和代（東京家政大学 講師）
○東京家政大学短期大学部 兼任講師
【主な著者】
「デキる保育者はこう考える！PDCAベースの指導計画たて方ノート」（チャイルド本社）
「新訂 演習 保育内容総論」（建帛社）
「子どもと保育者でつくる人間関係-「わたし」から「わたしたちへ」-」（保育出版社）
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自己課題解決研修 対象外

オンデマンド保育セミナー 実施要項

１ 目 的 より多くの保育士・幼稚園教諭・保育教諭及び会計年度任用職員等が研修に参加しやすい場の提
供を行うとともに、保育に必要な基本的な子ども理解を深め、実践的指導力の向上を図る。

２ 主 催 高知県教育センター

３ 対象者 保育士、幼稚園教諭、保育教諭、会計年度任用職員、その他保育関係者等

４ 配信期間 ※ⅠとⅡは、同じ講義内容です。受講しやすい期間を選んで受講してください。

５ 講義

６ オンデマンド研修の受講の手順

（１）本冊子のP７、８の手順に従い、「オンデマンド保育セミナー」のページを開く。

（２）セミナーを視聴する前に、選択した講義の「研修資料」をクリックし印刷する。

（３）①～④の中から、選択した講義の「研修動画」をクリックし視聴する。

（４）動画視聴後、「アンケート」をクリックしオンラインで回答する。

※受講確認を兼ねていますので、回答のご協力をお願いします。

Ⅰ Ⅱ

配信期間 ６月１日（水）～６月30日（木） 11月１日（火）～11月 30日（水）

講義名・目的
（受講したい講義を選んでお申し込みください。複数受講可）

目安
時間

備考

① 連絡帳やお便りの書き方

連絡帳やお便りの書き方についての理解を図り、保護者支援や保育の実践力を育成する。

各２０分

程度

※R３年度オンデマンド保育セミナー、

保育者基礎研修Ⅱ期の内容と同

様です。

② 危機管理（防災）
自園の危機管理マニュアルの内容を確認するとともに、自然災害が発生した場合の対応に

ついて他園の取組等から学び、危機管理についての実践力を育成する。

※R３年度オンデマンド保育セミナー、

中堅教諭等資質向上研修の内容と

同様です。

③ カウンセリングマインドを生かした保育
カウンセリングマインドについての理解を図り、保育の実践力を育成する。

※保育者基礎研修Ⅱ期の内容と同様

です。

④ たのしい手遊び
乳幼児期の発達に応じた手遊びについての理解を図り、保育の実践力を育成する。

オンデマンド研修とは、オンラインで配信した動画を視聴して受講する研修のことです。

●配信期間中であれば、自園等で、自身のタイミングで、何度でも視聴できます。

●研修を受ける際には、インターネットのつながるPCやスマートフォン等が必要です。

また、視聴前に研修資料データをダウンロードし、印刷して、お手元にご準備ください。

お使いのPC等によって、動画の音声が聞き取りにくい際、イヤホンがあると、より聞き取りやすいです。

●研修資料、動画については著作権、個人情報保護の観点から取り扱いには十分ご注意いただき、転載や複

製等はしないようお願いします。

アンケート回答期限

Ⅰ：６月30日（木）まで

Ⅱ：11月30日（水）まで
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家庭支援推進保育講座Ⅰ期 実施要項
（キャリアアップ研修と重ねて開催）

１ 目 的 厳しい環境にある子どもの支援を行うための体制づくりや、保護者への関わり方、関係機関との連携等に
ついての講義・演習等を行い、家庭支援の推進を図る。

２ 主 催 高知県教育センター

３ 期日・会場等

４ 対象者 家庭支援推進保育士、親育ち支援（子育て支援）担当者
保育士、幼稚園教諭、保育教諭、会計年度任用職員等
キャリアアップ研修対象者
※家庭支援推進保育士は、本研修を毎年Ⅰ期・Ⅱ期とも受講してください。
※親育ち支援に関する基礎的な知識を学びたい場合は「親育ち支援講座」を選択してください。

５ 日程等

9:00 9:30 10:00 12:00 １3:10 16：00

【研修内容】
厳しい環境にある子どもへの保育と保護者への支援を適切に行うために必要な知識や最新情報、家庭支援推
進保育士等の役割、園内での支援体制づくり等について、講義や演習を行う。

【持参物】
・家庭支援の計画と記録の写し（園で作成している場合）１部
※名前や生年月日等個人が特定される情報を抜くなど取り扱いに注意すること。
※記録は複数ページある場合は１ページ分で可。

・バインダー

期 日 会 場 定 員

６月７日（火） 県民文化ホール（オレンジホール） 150名

受

付

開

会

《講義》

高知県における

家庭支援の取組等

《演習》

家庭支援の計画と記録の
作成、園内の支援体制
づくりについて

昼

食

《講義・演習》

家庭支援の在り方

保育園を考える親の会
代表 普光院 亜紀

閉

会

＜講師紹介＞

普光院 亜紀（保育園を考える親の会 代表）
○保育ジャーナリスト
○浦和大学 講師
【主な著書】
「後悔しない保育園・こども園の選び方 子どもにとって大切な12の視点」（ひとなる書房）
「保育園は誰のもの 子どもの権利から考える 岩波ブックレット」（岩波書店）

自己課題解決研修枠
受付12：50～
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家庭支援推進保育講座Ⅱ期 実施要項

１ 目 的 厳しい環境にある子どもの支援を行うための体制づくりや、保護者への関わり方、関係機関との連携等に
ついての講義・演習等を行い、家庭支援の推進を図る。

２ 主 催 高知県教育センター

３ 期日・会場等

４ 対象者 家庭支援推進保育士、親育ち支援（子育て支援）担当者
保育士、幼稚園教諭、保育教諭、会計年度任用職員等
※家庭支援推進保育士は、本研修を毎年Ⅰ期・Ⅱ期とも受講してください。
※親育ち支援に関する基礎的な知識を学びたい場合は「親育ち支援講座」を選択してください。

５ 日程等

9:00 ９:20 ９:40 10:20 11:30 12:30 13:30 16:00

【研修内容】
厳しい環境にある子どもへの保育と保護者への支援を適切に行うために、関係機関との連携の在り方や組織
的・継続的支援を行うための評価を生かした取組等について、実践発表や講義・演習を行う。

【持参物】
・Ⅰ期で持参した児童の家庭支援の計画と記録の写し（園で作成している場合）２部
※名前や生年月日等個人が特定される情報を抜くなど取り扱いに注意すること。
※記録は複数ページある場合は１ページ分で可。

期 日 会 場 定 員

12月16日（金） 高知県教育センター 100名

受

付

開

会

《実践発表》

家庭支援の
取組の工夫につい
て

《講義･演習》

家庭支援の充実に
向けた評価等につ
いて

昼

食

《講義・演習》

関係機関との
連携について

中央児童相談所

《講義・演習》

家庭支援の充実に向け
て

日本社会事業大学
教授 金子 恵美

閉

会

＜講師紹介＞

金子 恵美（日本社会事業大学 教授）
○目黒区子ども施策推進会議 会長
○全国保育協議会 教育・保育施設専門講座 運営委員・指導講師
【主な著書】
「保育士になるには」（ぺりかん社）
「家庭支援論」（全国社会福祉協議会）

自己課題解決研修枠
受付12：10～
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児童虐待に関する研修 実施要項
（キャリアアップ研修と重ねて開催）

１ 目 的 児童虐待を早期に発見する視点と虐待事例を通して適切な対応について学び、支援体制の充実と
保育者としての対応能力の向上を図る。

２ 主 催 高知県教育センター

３ 期日・会場等

４ 対象者 保育士、幼稚園教諭、保育教諭、会計年度任用職員等
キャリアアップ研修対象者

５ 日程等

13:00 13:30 14:30 16:30

【研修内容】

虐待を未然に防ぐため、保育所・幼稚園等において日頃から気をつけたらよいことや適切な対応について、

講義や事例を通しての演習を行う。

【持参物】 バインダー

期 日 会 場 定 員

10月25日（火） 県民文化ホール（オレンジホール） 150名

受

付

開

会

《講義》
高知県の実態及び
関係機関との連携について

中央児童相談所

《講義・演習》
児童虐待の防止につながる

支援の在り方

武庫川女子大学 教授 倉石 哲也

閉

会

＜講師紹介＞

倉石 哲也（武庫川女子大学 教授）

○西宮市子ども・子育て会議会長

○子ども家庭福祉学会 理事

【主な著書】

「保育を変える チーム力の高め方: 職員の意識改革とコミュニケーションの活性化」

（中央法規出版）

「保育現場の子ども虐待対応マニュアル 予防から発見・通告・支援のシステムづくり」

（中央法規出版）
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自己課題解決研修 対象外

認可外保育施設職員研修 実施要項

１ 目 的 乳幼児期にふさわしい生活の維持向上と乳幼児の健全育成について学び、認可外保育施設の
保育従事者の資質向上を図る。

２ 主 催 高知県教育センター

３ 期日・会場等

４ 対象者 事業所内保育施設を含む認可外保育施設の職員

５ 日程等
9：00 9:30 10:00 12:00 13:00 14:00 16：00

【研修内容】
多様な保育施設の中で、乳幼児期にふさわしい保育をどのように行っていくのか、保育所保育指針解説を
活用しながら講義・演習を行う。また、発達に応じた援助や環境構成についての理解を深めるとともに子ど
もに寄り添う保育について、実践に基づいた講義・演習を行う。

【持参物】
・保育所保育指針解説

期 日 会 場 定 員

９月４日（日） 高知県教育センター ５0名

受

付

親
育
ち
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

《講義・演習》

乳幼児期に
ふさわしい保育 昼

食

《講義・演習》

保育の「あたりまえ」を
見直してみましょう

《講義》

子どもに寄り添う保育

元みつば保育園 園長
川村 光代

閉

会
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自己課題解決研修 対象外

園評価に関する研修 実施要項

１ 目 的 園評価及び作成した園評価の手引きの内容についての理解を図り、各園の

特性を生かした組織的・計画的な教育・保育の改善が図られるようにする。

２ 主 催 高知県教育センター

３ 期日・会場等

４ 対象者 保育所の所長、幼稚園の園長、認定こども園の園長等、市町村担当者等、養成校の教員、

幼児教育関係者等

５ 日程等
13:00 13:30 14:30 15:40 16:30

【持参物】
○保育所・幼稚園等における園評価の手引き 高知県教育委員会

○高知県教育・保育の質向上ガイドライン〔改訂版〕（令和４年） 高知県教育委員会

○幼稚園教育要領解説、幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説、保育所保育指針解説のいずれか

（所属に応じたもの）

○演習用資料 ①作成開始コース：園のしおりや目指す子ども像、保育目標など自園の取組や特色がわかるもの

②取組交流コース：作成した園評価計画、職員が付けた評価シート、園経営計画等

受

付

開

会

≪講義≫

園評価実施の目的や方法

（公社）全国幼児教育研究協会

顧問 岡上 直子

≪演習≫

重点目標と

評価項目の

作成

① 作成開始コース
（園の特性に応じた園評価の作成）

事

務

連

絡

質

疑

応

答

閉

会② 取組交流コース
（園評価の交流・見直し）

期 日 会 場 定員

９月２９日（木） 高知県教育センター ５０名

研修後半は、２つのコースに分かれ、園評価の実施につながる演習を行います。

①作成開始コース（これから始めようとする方）･･･園評価の項目等を作成していきます。

②取組交流コース（すでに取り組んでいる方）･･･実施内容を交流し、改善を図ります。

〈講師紹介〉

岡上 直子 〔（公社）全国幼児教育研究会 顧問〕

【略歴】

東京都教職員研修センター研究課長、公立幼稚園園長、十文字学園女子大学教授 等

【主な著書】

「保育者論」（光生館）

「あしたの保育が楽しくなる実践事例集 ワクワク！ドキドキ！が生まれる環境構成」（ひかりのくに）
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親育ち支援講座 実施要項

１ 目的 親育ち支援の基本的な考え方や保護者への関わり方等について講義・演習を行うことにより、
保育士・教員等の親育ち支援力の向上を図る。（親育ち支援に関する基礎的な知識）

２ 主催 高知県教育委員会事務局 幼保支援課

３ 期日・会場

４ 対象者 保育所・幼稚園・認定こども園等の保育士・教員・保育教諭・園長・所長等

親育ち支援担当者、家庭支援推進保育士、市町村職員、保育関係者等

５ 日程等
9:00 9:30 12:00 13:00 17:00

６ 持参物 高知県教育・保育の質向上ガイドライン【改訂版】（令和４年）（高知県教育委員会）

講 師：長野県立大学 太田 光洋（おおた みつひろ）教授

７ 問合せ先 県幼保支援課 親育ち支援担当 TEL:088-821-4889

期 日 会 場

７月21日(木)
高知県立ふくし交流プラザ

高知市朝倉戊375－1 TEL088－844－9234

受

付

開

会

《講義・演習》
保育所・幼稚園等における親育ち
支援～支援の基本的な考え方と大
切にしたいこと～

昼
食

《講義・演習》
親育ち支援力を高める
・保護者との関係作りを中心に
・保護者支援に関する情報交換

閉

会

長野県立大学 太田 光洋教授のご紹介

（略歴） 宮城教育大学大学院教育学研究科修士課程修了

宮城学院女子大学附属幼稚園教諭

旭川大学女子短期大学部教授、旭川大学附属幼稚園長

九州女子大学教授 和洋女子大学副学長 等

いま、さまざまな家庭の現状を背景に、子育ての状況が変化しています。子どもたちの健やかな育ちのためには良

好な親子関係を築くことが大切です。保護者一人一人にどのように関わり、支援をしていけばいいのでしょうか。

本講座では、本県の親育ち支援に関する研修会でお世話になっている太田光洋先生に、親育ち支援の基本的な

考え方や具体的な方法を講義・演習していただきます。

本研修を受講される方は、
幼保支援課より配付される申込用紙にてお申し込みください。

※中堅教諭等資質向上研修、新規採用保育者研修の受講者は、

ともに自己課題解決研修の対象となります。
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研修会場について

●研修会場一覧

＜研修会場に関する注意事項＞

〇高知県教育センター及びその他の研修会場における駐車については、マナーに留意し、安全を確認

のうえ駐車してください。

施設名 住所 電話番号 飲食 駐車場

高知県教育センター
〒781-5103

高知市大津乙 18１
088-866-3894 会場内飲食可 有り

高知会館

〒780-0870

高知市本町５丁目６-42 088-823-7123

会場内食事不可

（館内レストランは利

用可）

有り

（有料）

高知県立県民文化ホール

（オレンジホール・グリーンホール）

〒780-0870

高知市本町 4丁目 3-30
088-824-5321

会場内飲食不可

（ロビー等、一部可）

※近隣の飲食店等を

ご利用ください

無し

※近隣パーキング等を

ご利用ください

高知県立

春野総合運動公園体育館

（大アリーナ）

〒781-0311

高知市春野町芳原 2485
088-841-3105 有り

○高知県教育センター

舟戸電停

至

後
免
・安
芸

高知県教育センター

四国
銀行

家具店

至

は
り
ま
や
橋

歩道橋

歩道橋

大津バイパス

南国バイパス

津 小
大

船
出
橋

〒781-5103 高知市大津乙 181

Tel 088-866-3894（直通）

Fax 088-866-0074



令和4年3月

高知県教育センター

〒781－5103

高知市大津乙181番地

ＴＥＬ：（088）866－389４（直通）

（088）866－389０（代表）

ＦＡＸ：（088）866－0074

ホームページ：httpｓ://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310308/


